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■編集
沼崎梅子

■音楽
池辺晋一郎
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仲谷　昇

よみがえる光琳屋敷
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尾形光琳自筆の絵図面に基づいて、その晩年の住まいが熱海ＭＯＡ
美術館の庭内に復元された。映画は、光琳屋敷の建設の過程を記録
すると共に、残された作品や画稿をたどりながら、独自な画境を開
き、華麗な芸術を完成させていった光琳の創作の秘密を探っていく。

江戸元禄期を代表する画家、尾形光琳。光琳と尾形家に関する史料、
「小西家文書」の中に晩年の住まいと思われる光琳自筆の間取り絵
図が残されていた。屋敷は建坪80坪（京間）あまりの数寄屋造りの
町屋で、屋敷内には16畳の絵所（画室）があった。光琳はここで代
表作「紅白梅図屏風」を描いたのであろう。
　京都の富裕な呉服商に生まれた光琳は、二代将軍の奥方やその娘
東福門院御用の豪華な衣装を見慣れて育った。尾形家は、新風を興
した光悦や宗達とも知遇があり、光琳の芸術活動に与えた影響は少
なくない。晩年は恵まれなかったが、光琳の芸術は優雅で華やかで
暗い影すらない。その作品は絵画だけでなく、陶芸、漆芸、染織と
いった幅広い域にまで及んでいる。
　間取り絵図をもとに、光琳屋敷の復元が始まった。復元に先だっ
て時代考証や材料探しなどが正確な再現をめざして行なわれた。
　昭和60年12月、甦った光琳屋敷には光琳の好みが行き渡っている。
間口 7間半ほどで京都の町屋としては広い。それを利用して主屋の
南に露地を作り、奥に 3畳台目の茶室が設けてある。主屋にも随所
に光琳の好みが現れていて、京の町屋の作法にのっとりながら意匠
や材料の選択の工夫がこらされている。私たちはこの再現された光
琳屋敷を通して、光琳の人となりと洗練された芸術、そして近世市
民の豊かな生活文化を偲ぶことができる。


